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図１　萩市見島遺跡分布図

国指定 史跡 見島ジーコンボ古墳群

１見島本村遺跡　集落跡（縄文～中世）　　　　７草谷遺跡　散布地

２堅田遺跡　散布地（縄文～古代）　　　　　　８要害山城跡　城館跡（中世）

３瀬田遺跡　散布地（弥生）　　　　　　　　　９船戸遺跡　散布地

４要害山城跡　城館跡（中世）　　　　　　　　10 船見田遺跡　散布地

５高見山城跡　城館跡（中世）　　　　　　　　11 大竹遺跡　散布地

６片尻遺跡　散布地　 萩市 (1971) 『萩市地形図 7』 （国土座標第Ⅲ系） を転載 ・加筆
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図２　見島ジーコンボ古墳群分布図

昭和 36 年 (1961) ・ 昭和 37 年 (1962) 調査墳

昭和 57 年 (1982) 調査墳

出土資料調査報告既刊の調査墳※昭和 36 年調査

本書の調査対象墳 ※昭和 36 年調査
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写真１　第 128 号墳調査時開口部の様子 （南から）
斎藤 ・小野 1964 「図版 22 （上） 第 128 号墳」 を転載
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写真２　第 128 号墳開口部現況 （南から）　※2012 年 12 月撮影

写真３　第 128 号墳現況 （西から）　※2012 年 12 月撮影
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図３　第 128 号墳石室実測図
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図４　第 128 号墳 床面出土土器実測図①

H1

H2

H3

H4

H5

H6

H7

H8

H9

H10

H11

H12

H13

Ｙ1

H14

H15

－ 12 －



50 10cm
(1/2)

図５　第 128 号墳 床面出土土器実測図②
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写真４　第 128 号墳 床面出土土器①
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写真５　第 128 号墳 床面出土土器②
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図６　第 128 号墳 石室内表土出土土器実測図
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写真６　第 128 号墳 石室内表土出土土器
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50 10cm
(1/2)

図７　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器実測図①
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50 10cm
(1/2)

図８　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器実測図②
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図９　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器実測図③
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写真７　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器①
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写真８　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器②
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Ｈ60

写真９　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器③
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写真 10　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器④
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写真 11　第 128 号墳 石室外 ・ その他出土土器⑤
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図 10　第 128 号墳出土鉄製品実測図
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写真 12　第 128 号墳出土鉄製品
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写真 13　第 128 号墳出土鉄製品Ｘ線画像

Yi1

Yi2

Yi3

Yi4

Yi5

Yi6

Yi7

Yi8

Yi9

※ほぼ実寸

－ 30 －



法量（　）は復元値　△は残存値

遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

H1 床面
須恵器

坏蓋

完形復元

可能
①（15.9）　③△2.2

①灰色(5Y5/1)

②灰色(N5/)
密 良好

平らな天井部から湾曲して口縁に降下する。口縁端部は尖り気味

に丸く 収める。天井部中央外面につまみが剥離した痕跡を残

す。剥離面には同心円状の刻印が残る。

萩⑥・萩⑧・山①・山③接合。萩③に接合しないが同一個体と見

られる破片があるため床面と認定。

H2 床面
須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（18.6）　③△2.35

①灰色(N5/)

②黄灰色(2.5Y6/1)
密 良好

やや高めの天井部から湾曲気味に降下して口縁に至る。口縁端

部は鳥嘴状に下垂させる。『見島総合学術調査報告』第27図4に

掲載。Ｈ39と同一個体の可能性あり。

萩②・萩⑧・山①・山③接合。

H3 床面
須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①(18.6)　③△1.35 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

扁平な天井部からわずかに降下し口縁に至る。口縁の外方への

屈曲もわずかである。口縁端部は鳥嘴状に下垂させる。『見島総

合学術調査報告』第27図4に掲載。

H4 床面
須恵器

坏蓋
天井部 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

扁平な天井部。つまみ接着部付近で折損している。

萩③・萩④接合。

H5 床面
須恵器

坏蓋
天井部 つまみ径2.2

①灰色(7.5Y5/1)

②灰色(7.5Y6/1)
密 良好

扁平な天井部に、擬宝珠形のつまみを有する。外面に灰を多く

被る。萩③単体の資料。

H6 床面
須恵器

坏蓋
口縁部 ③△1.2 ①②灰色(5Y6/1) 密 良好

外方に屈曲して開かない口縁部偏。端部は丸みを帯びて下垂さ

せる。萩③単体の資料。

H7 床面
須恵器

坏蓋
口縁部 ③△0.7

①灰色(N5/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

口縁下端をわずかに下方へ拡張させる。シャープなつく り。

萩③単体の資料。

H8 床面
須恵器

高台付坏

完形復元

可能

①（10.4）

高台径（8.2）　③5.35
①②灰色(N4/) 密 やや不良

外方に大きく 張り出した長い高台を有する坏。高台は内端で接

地する。坏部は強く 内湾しつつ直立気味に立ち上がる。

萩③・山③接合。他に同一個体と見られる破片あり。

H9 床面
須恵器

坏
口縁部 ①②灰色(7.5Y6/1) 密 良好

器壁の厚い個体で、皿の可能性もある。

萩③単体の資料。

H10 床面
須恵器

坏

口縁

～体部

①灰白色(5Y7/1)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

わずかに内湾して口縁に至る。口縁端部は尖り気味に丸く 収め

る。口縁外面は重ね焼きにより黒色化している。緑色の自然釉が

かかる。萩③単体の資料。

H11 床面
須恵器

坏
口縁 ①②灰色(N5/) 密 良好

口縁部は屈曲気味に外反する。口縁端部は丸く 収める。

萩③単体の資料。

H12 床面
須恵器

坏

口縁

～底部
③3.6

①灰黄色(2.5Y6/2)

②灰白色(7.5Y7/1)
密 やや不良

平底の底部から体部は外傾しつつ直線的に立ち上がる。口縁端

部は丸く 収める。口縁内面下端に沈線を1条巡らす。

萩③単体の資料。

H13 床面
須恵器

皿
底部

①（28.4）　②（8.1）

③（3.1）

①灰色(N5/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

口径に比して器高が低い皿の底部片。底部内面に重ね焼かれ

た痕跡が残る。Ｙ１と接合しないが同一個体。

萩③・萩④・萩⑧・山③接合。

Ｙ1 床面
須恵器

皿

口縁

～体部

①（28.4）　②（8.1）

③（3.1）

①灰色(N5/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

口径に比して器高が低い皿の底部片。口縁内端を肥厚させる。

Ｈ13と接合しないが同一個体。

山③・山⑥接合。他に同一個体と見られる口縁部片（萩⑥1点、萩

⑧2点）が存在する。

H14 床面
須恵器

直口壺

口縁

～体部

①（8.7）

胴部最大径（11.0）
①②灰色(5Y5/1) 密 良好

やや算盤珠状の丸い体部に、短い口縁が付く 。

萩③単体の資料。

H15 床面
須恵器

甕

口縁

～体部
①（18.0）

①②灰色(N4/)～

　　　暗灰色(N3/)
密 良好

器壁の薄い中型甕。口縁部の成形がシャープでつく り慣れた感

がある。口縁外端に凹線を1条巡らせ、下部を断面三角形状に

肥厚させる。外面には右下がりの平行叩き、内面には弧状格子

文当て具痕が残る。

萩④・萩⑧・山③の接合資料だが、同一個体の破片が萩③にも

見られるため床面出土に含む。

H16 床面
須恵器

甕
口縁部

①灰色(N5/)

②灰白色(5Y8/1)
密 やや不良

大きく 外方に開く 口縁部片。端部は内外両方に肥厚させる。内

面に多量に灰を被る。焼き歪みの大きい個体か。

萩③・萩④・萩⑧接合。

H17 床面
須恵器

甕
口縁部

①灰色(5Y5/1)

②灰色(N4/)
密 やや不良

軽く 外反する口縁部片で、口縁内面に小さな断面半円形の突帯

を1条巡らせる。萩③単体の資料。

H18 床面
須恵器

甕
頸～体部

①灰色(N5/)

②灰白色(N6/)
密 良好

体部外面には平行叩き、内面には同心円当て具痕が残る。Ｈ19

と同一個体の可能性もある。

萩③・萩⑦・山①接合。

H19 床面
須恵器

甕
頸～体部

①灰色(5Y5/1)

②灰白色(5Y6/1)
密 良好

体部外面には平行叩き、内面には同心円当て具痕が残る。Ｈ18

と同一個体の可能性もある。

萩③単体の資料。

H20 床面
須恵器

甕
体部

①暗灰黄色(2.5Y5/2)

②暗灰黄色(2.5Y6/2)
密 やや不良

外面に格子叩き、内面に同心円当て具痕が残る。『見島総合学

術調査報告』第27図1に該当。注記は萩⑧と同一。

H21 床面
須恵器

甕
体部

①灰色(N4/)

②灰色(N5/)
密 やや不良

内外面の痕跡からＨ15と同一個体と見られる。

萩③単体の資料。

H22 床面
須恵器

甕
体部

①灰色(N6/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

外面は平行叩き後、縦および斜め方向にカキ目を施し、部分的

に指でナデ消す。内面は同心円当て具痕をそのまま残す。

萩③単体の資料。

H23 床面
須恵器

甕
体部

①灰色(N6/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

Ｈ22と同様の調整が施される。同一固体と見て良い。

萩③・萩④・萩⑤・萩⑦・山③・山⑥接合。

H24
石室内

表土

須恵器

坏蓋

完形復元

可能

①（14.5）　③3.2

つまみ径2.45

①灰色(5Y6/1)

②灰色(N5/)
密 良好

ドーム状の天井部からゆるやかに内湾して口縁に降下する。口

縁端部は下垂させ、丸く 収める。天井部にボタン状つまみを有

するが、天井中央ではなく ややずれる。焼き歪みが大きい。重ね

焼かれた痕跡を残す。

萩④・萩⑧・山②・山⑥接合。他に同一個体と見られる口縁部片

（萩⑧2片の接合）１点がある。

表１ 第128号墳出土遺物（土器）観察表

萩①～⑧、山①～⑥の注記は４頁参照
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法量（　）は復元値　△は残存値

遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

H25
石室内

表土

須恵器

坏蓋

完形復元

可能

①（14.7）　③2.4

つまみ径2.45

①灰色(7.5Y5/1)

②灰色(N5/)
密 やや不良

平らな天井部から内湾して口縁に下降する。口縁の外方への屈

曲はほぼない。口縁端部は鳥嘴状に下垂させる。天井部にボタ

ン状つまみが付く が、中央に位置しない。内面に重ね焼きを

行った痕跡が残る。

萩④・萩⑦・萩⑧・山①・山③接合。他に同一個体と見られる天井

－口縁部の破片（萩⑦）1点がある。

H26
石室内

表土

須恵器

坏蓋

完形復元

可能
①（13.8）　③△2.0

①灰白色(2.5Y7/1)

②黄灰色(2.5Y6/1)
密 良好

焼き歪みが大きい個体で、一部天井部がドーム状に膨らむ部分

もある。口縁部はあまり外方に屈曲せず、端部は斜め外方に下

垂させる。外面に重ね焼きの痕跡（自然釉）を残すが、中心が大

きく ずれている。

萩④・萩⑧接合。

H27
石室内

表土

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部
①（13.6）　③△1.55

①黄灰色(2.5Y6/1)

②灰黄色(2.5Y6/2)
密 良好

扁平な天井部から緩やかに口縁に下降する。口縁端部は屈曲気

味に下垂させ、尖り気味に収める。萩④4点接合の資料。

H28
石室内

表土

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部
①②灰色(5Y5/1) 密 良好

扁平なドーム状の天井部から緩やかに口縁に降下する。口縁端

部を下垂させるタイプであるが、折損している。天井部には元来

つまみが付いていたものと思われるが、折損している。

萩④単体の資料。

H29
石室内

表土

須恵器

坏蓋
天井部 つまみ径2.6 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

扁平なボタン状つまみ。

萩④単体の資料。

H30
石室内

表土

須恵器

坏蓋か
天井部

①暗灰色(N3/)

②灰色(5Y4/1)
密 やや不良

器壁の厚い個体で、外面に部分的に手持ちヘラ削りが施される。

萩④単体の資料。

H31
石室内

表土

須恵器

高台付坏
底～体部 高台径（9.4）　③△2.2

①褐灰色(7.5YR4/1)

   自然釉　黒色(N2/)

②灰色(5Y5/1)

密 良好

底部外端のやや内側に断面方形の小ぶりな高台が付く 。高台

は内端で接地する。体部外面に自然釉が被る。

萩④単体の資料。

H32
石室内

表土

須恵器

坏

口縁

～底部

①（14.2）　②（9.5）

③3.6

①灰色(5Y5/1)

②灰色(N5/)
密 良好

平底の底部から体部はやや開き気味に直線的に立ち上がる。口

縁端部は丸く 収める。

破片３点の接合品だが、すべて萩④。

H33
石室内

表土

須恵器

皿

口縁

～底部

①24内外　②（14.4）

③2.8内外

①灰色(5Y5/1)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

口縁部と底部は接合しないため、口径や器高が確定できない。

底部から緩やかに内湾して立ち上がる。口縁端部は丸みを帯

び、外端を肥厚させる。

底部は萩④・萩⑧接合。口縁部は萩⑧。

H34
石室内

表土

須恵器

壺
底～体部

高台径（13.2）

③△11.15

①暗灰色(N3/)

②灰色(N5/)
密 良好

底部外端に外方に開く 高台が付く 、高台端部は内外とも肥厚

させる。体部はあまり開かず立ち上がり、明確な肩部を形成して

いる。頸部の同一個体は見当たらない。Ｙ14と同一個体か。

萩④・萩⑧・山③接合。

H35
石室外

その他

須恵器

坏蓋

完形復元

可能

①（13.8）　③2.5

つまみ径2.6

①灰色(10Y6/1)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

低いドーム状の天井部から緩やかに内湾して口縁に降下する。

口縁端部は鳥嘴状に外方に下垂させる。天井部にはボタン状つ

まみが付く 。歪みが大きく 、残存部の口縁は一部接地しない。

萩⑧・山①接合。

H36
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（13.2）　③△2.1

①灰色(5Y5/1)

②黄灰色(2.5Y5/1)
密 良好

口径に比して器壁の厚い個体。低いドーム状の天井部から内湾

して口縁に下降し、口縁は屈曲気味に外方に開く 。口縁端部は

鳥嘴状に短く 下垂させる。口縁内面に灰多く 被る。

萩⑥・萩⑧・山③接合。

H37
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部

①灰色(N5/)

②灰色(N6/)
密 良好

扁平な天井部から屈曲して口縁に移行する。口縁端部は欠失す

る。天井部外面につまみが剥離した痕跡を残す。

萩⑧単体の資料。

H38
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①②灰色(5Y6/1) 密 良好

扁平な天井部から屈曲気味に口縁に移行する。口縁端部と天井

中央部を欠失する。萩⑤単体の資料。

H39
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（19.4）　③△2.3

①灰色(N5/)

②灰色(N6/)
密 良好

口径の大きな個体で、天井部が大きく 凹む。天井部から大きく

内湾して口縁に下降し、口縁部は軽く 外反させ端部を鳥嘴状に

下垂させる。比較的シャープな成形。

萩⑧・山②・山③接合。

H40
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（13.9）　③△1.9 ①②灰色(7.5Y5/1) 密 良好

低いドーム状の天井部から緩やかに内湾して口縁に下降する。

口縁は外方に屈曲させ、端部を強く 下垂させる。

萩⑧・山③接合。

Ｙ2
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（13.1）　③△1.6

①灰色(5Y5/1)

②黄灰色(2.5Y5/1)
密 良好

Ｈ36と同一個体の可能性が高いが接合しない。器形の差は焼き

歪みによるものか。山③2点の接合品。

Ｙ3
石室外

その他

須恵器

坏蓋
口縁部 ①（13.0）　③△1.4

①暗灰色(N3/)

②灰白色(5Y7/1)
密 良好

口縁を外方に強く 屈曲させ、端部を垂直に下垂させる。口縁外

面に灰を被り、重ね焼かれた状態を示す。山③単体の資料。

H41
石室外

その他

須恵器

坏蓋

完形復元

可能

①（12.4）　③1.9

つまみ径2.3

①黄灰色(2.5Y5/1)

②灰黄褐色(10YR5/2)
密 やや不良

扁平な天井部から屈曲して口縁に下降する。口縁の外反はわず

かで端部は向きに下垂させる。端部に面を取っている。天井部

にボタン状つまみを有するが中央からずれている。口縁外面に

灰を被る。器壁の厚い個体。

Ｙ4
石室外

その他

須恵器

坏蓋か
天井部 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

坏蓋天井部としたが、坏の可能性もある。天井外面に砂が多く

付着するが、窯体と見られる。山①単体の資料。

H42
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①②灰色(5Y5/1) 密 やや不良

扁平な天井部から屈曲気味に口縁が大きく 開く 。天井部中央部

と口縁端部を欠失する。内面に灰を被る。萩⑧3点の接合品。

H43
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（13.8）　③△2.0 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

扁平な天井部と見られるが、焼き歪みが大きく 遺存部でも口縁

全面が接地しない。口縁は軽く 外反させ、端部を鳥嘴状に下垂

させる。萩⑤・萩⑥接合。

H44
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①（13.4）　③△1.45

①灰色(5Y5/1)

②黄灰色(2.5Y4/1)
密 やや不良

扁平な天井部から緩やかに内湾して口縁に下降する。口縁端部

はほぼ垂直に下垂させる。Ｙ7と同一個体か。萩⑧単体の資料。

H45
石室外

その他

須恵器

坏蓋
天井部 ①②灰色(7.5Y5/1) 密 良好 扁平な天井部片。萩⑦単体の資料。

H46
石室外

その他

須恵器

坏蓋か
天井部

①灰色(N4/)

②灰色(N5/)
密 良好

天井部外面に回転ヘラ削りが見られる。坏身の可能性も残す。

萩⑧単体の資料。

Ｙ5
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
③△1.9

①灰色(N4/)

②灰色(N5/)
密 良好

シャープな成形であり、わずかに外反させた口縁から端部をほ

ぼ垂直に下垂させる。焼成状況も極めて良好。山⑥単体の資料。

萩①～⑧、山①～⑥の注記は４頁参照
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遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

H47
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
③△1.45

①②灰色(2.5Y6/2)

口縁端部　灰色(N4/)
密 良好

扁平な天井部からわずかに内湾して口縁に下降する。口縁は外

開きに外反させた後に端部を下垂させる。重ね焼きにより口縁内

外面が変色する。萩⑦単体の資料。

H48
石室外

その他

須恵器

坏蓋
口縁部 ③△1.1 ①②灰白色(10Y7/1) 密 良好

口縁を外方に強く 屈曲させる。端部は下垂させ丸く 収める。

萩⑧単体の資料。

Ｙ6
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
③△1.2 ①②灰色(N4/) 密 良好

扁平な天井部から明確な口縁との境界を設けず口縁端部を鳥

嘴状に下垂させる。山①・山③接合。

Ｙ7
石室外

その他

須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
③△1.45 ①②灰色(5Y6/1) 密 良好

Ｈ44と同一固体の可能性が高いが、口縁端部内面を凹ませる。

山①単体の資料。

H49
石室外

その他

須恵器

壺蓋か

天井

～口縁部
③△1.3 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

天井部から内湾して口縁に至る。口縁端部は尖り気味に丸く 収

める。萩⑤単体の資料。

H50
石室外

その他

須恵器

高台付坏
底部

高台径（9.8）

③△1.7

①灰色(5Y5/1)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

器壁が厚く 丸底気味の底部外端に、断面方形の小ぶりな高台

が付く 。高台接合付近のみ回転ナデが施される。Ｙ8とは接合し

ないが同一固体。萩⑧単体の資料。

Ｙ8
石室外

その他

須恵器

高台付坏

口縁

～体部
①およそ16.4

①灰色(5Y5/1)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

ロクロ水引き痕が明瞭に残る。口縁を短く 外反させ、端部は丸く

収める。Ｈ50と接合しないが同一固体。山①単体の資料。

H51
石室外

その他

須恵器

高台付坏
底～体部片 ①②灰色(N5/) 密 良好

平底の坏底外端に高台の剥離痕が残る。残存部の全面に回転

ナデが施される。萩⑤単体の資料。

Ｙ9
石室外

その他

須恵器

高台付坏
底部

高台径（8.0）

③△1.15

①灰色(2.5Y5/2)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

底部外端に断面方形の小ぶりな高台が付く 。高台は内端で接

地する。山③単体の資料。

H52
石室外

その他

須恵器

坏

口縁

～底部

①（12.2）　②（5.4）

③3.5
①②灰色(N4/) 密 良好

無高台平底。体部はやや内湾気味に外方に立ち上がる。口縁は

軽く 外反する。萩⑥・萩⑧・山①接合。

Ｙ10
石室外

その他

須恵器

坏
底部 ②（8.8）　③△1.3

①灰色(5Y5/1)

②灰色(5Y7/1)
密 良好

無高台平底。

山③単体の資料。

H53
石室外

その他

須恵器

坏

口縁

～体部
①②灰色(5Y6/1) 密 良好

わずかに外反しつつ直立気味に立ち上がる体部で、口縁端部は

丸く 収める。ロクロ水引き痕が明瞭に残る。萩⑥単体の資料。

H54
石室外

その他

須恵器

坏か

口縁

～体部
①およそ11.8

①②灰色(5Y7/1)

外面自然釉　オリーブ黒色

　　　　　　　　（5Y3/2)

密 良好

シャープな成形で、直線的に体部から口縁に開き、口縁端部は

尖り気味に丸く 収める。外面には端部を除き自然釉がかかる。

萩⑥単体の資料で、他に同一個体と見られる資料はない。

H55
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部

①灰色(N5/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

内湾気味に口縁に立ち上がる。口縁端部は丸く 収める。

萩⑧単体の資料。

H56
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部

①灰白色(5Y7/1)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

口縁端部をわずかに外反させる。口縁端部は尖り気味に丸く 収

める。萩⑤単体の資料。

Y11
石室外

その他

須恵器

坏

口縁

～体部

①暗灰黄色(2.5Y5/2)

②黄灰色(2.5Y4/1)
密 やや不良

口縁部をわずかに外反させる。口縁端部は丸く 収める。内面及

び口縁外面と体部外面の焼成差は重ね焼きによるものか。

山③単体の資料。

H57
石室外

その他

須恵器

坏

口縁

～体部
①②灰色(5Y5/1) 密 良好

わずかに内湾しながら大きく 開く 体部で、口縁が軽く 外反す

る。口縁体部は丸く 収める。萩⑤単体の資料。

H58
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部 ①②灰色(N4/) 密 良好

口縁を軽く 外反させ、端部を丸く 収める。

萩⑧単体の資料。

H59
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

口縁を軽く 外反させ、端部を丸く 収める。

萩⑥単体の資料。

Ｙ12
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部 ①②灰色(N4/) 密 良好

外方に大きく 開く 体部であり、口縁は軽く 外反させ端部を丸く

収める。山③単体の資料。

Ｙ13
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部 ①②灰色(5Y5/1) 密 良好

口縁を軽く 外反させ、端部を丸く 収める。

山③単体の資料。

H60
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部 ①②灰色(5Y5/1) 精緻 良好

器壁が薄く 成形がシャープで焼成も極めて良好。口縁をかす

かに外反させる。口縁端部は丸く 収める。萩⑤単体の資料。

H61
石室外

その他

須恵器

坏
口縁部

①黄灰色(2.5Y4/1)

②暗灰色(N3/)
密 やや不良

大きく 外反する口縁で端部を丸く 収める。内面に高台もしく は

口縁が溶着した痕跡がある。萩⑥単体の資料。

H62
石室外

その他

須恵器

坏か
底部 ③△1.9

①灰色(5Y4/1)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

器壁の薄い底部片。体部は大きく 開き立ち上がる。体部外面に

ヨコハケ状の痕跡が残る。萩⑥単体の資料。

Ｙ14
石室外

その他

須恵器

壺
口縁部 ①②暗灰色(N3/) 密 やや不良

大きく 外反する口縁部で、胎土および焼成具合からＨ34と同一

個体である可能性が高い。山①単体の資料。

H63
石室外

その他

須恵器

長頸壷
体部 胴部最大径（17.2）

①明褐色(7.5YR3/3)

②褐色(7.5YR4/1)
密 やや不良

胴の張る算盤珠状の体部片。胴部最大径の上位に凹線を1条巡

らせる。器壁が薄く 成形もシャープであるがやや焼成不良で酸

化している。萩⑧単体資料であるが、他に2点萩⑧に同一個体の

体部片が存在する。

H64
石室外

その他

須恵器

瓶か
底部 ③△3.3 ①②灰色(7.5Y5/1) 密 良好

平底から体部がやや外開きに直線的に立ち上がる。

萩⑤単体の資料。

Ｙ15
石室外

その他

須恵器

甕
口縁部

①灰色(N5/)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

大きく 外反する口縁。内外端部をわずかに肥厚させる。端部に

は自然釉がかかる。山③単体の資料。

Ｙ16
石室外

その他

須恵器

甕

頸部

～体部

①灰色(N6/)

②灰色(N5/～N6/)
密 良好

外面は風化が著しいが、体部には平行叩き後カキ目が施されて

いる。体部内面には同心円当て具痕が残る。山②単体の資料。

Ｙ17
石室外

その他

須恵器

甕

頸部

～体部
頸部径（18.4）

①灰色(N5/)

②灰色(N4/)
密 良好

体部外面に平行叩き後カキ目を施し、内面に同心円当て具痕が

残る。肩部に灰を被る。Ｈ65と同一個体か。山②単体の資料。

H65
石室外

その他

須恵器

甕

頸部

～体部
頸部径（18.6） ①②灰色(N4/) 密 良好

体部外面に平行叩き後カキ目を施し、内面に同心円当て具痕が

残る。Ｙ17と同一個体か。萩⑦単体の資料。

H66
石室外

その他

須恵器

甕

頸部

～体部
頸部径（20.4）

①灰色(N5/)

   ～暗灰色（N3/）

②灰色(5Y5/1)

密 良好

体部内面に平行叩きを施す。内面の同心円当て具痕はナデによ

り不明瞭。頸部外面に工具痕が連続して残る。

萩⑦単体の資料。

H67
石室外

その他

須恵器

甕
体部

①②灰色(N4/)～

　　　暗灰色(N3/)
密 良好

Ｈ15・Ｈ21と同一個体と見られるが、内面に平行当て具痕も見ら

れる。萩⑤2点が接合。

Ｙ18
石室外

その他

須恵器

甕
体部

①灰色(N5/)

②灰色(N6/)
密 良好

外面は格子叩き後部分的にカキ目が施される。内面は同心円当

て具痕が残る。山①・山③接合。

萩①～⑧、山①～⑥の注記は４頁参照
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遺物

番号

遺構・

層位
種類 部位

法量

①長さ(mm) ②幅(mm) ③厚さ(mm) ④重量(g)
備考

Hi 1
第128号墳

出土地点不明
鉄刀 刀身部 ①27 ②24 ③14.5　④16.96 萩⑧単体の資料。

Hi 2
第128号墳

撹乱層
鉄鏃 茎部 ①34.5 ②8 ④3.47

尖根系鉄鏃の茎部。断面円形。

萩⑤単体の資料。

Ｙi 1
第128号墳

石室内床面
鉄刀 刀身部 ①73 ②28 ③13.5 ④42.39

Ｈｉ1と同一個体か。

山④3点が接合。

Ｙi 2
第128号墳

石室内床面
鉄鏃 茎部か ①31 ②6.5 ③3.5 ④1.11

図の右辺は原面か。

山⑤単体の資料。

Ｙi 3
第128号墳

石室内床面
鉄鏃 茎部 ①33 ②4 ③3.7 ④0.8

茎端部片。

山⑤単体の資料。

Ｙi 4
第128号墳

石室内床面

刀子

鉄刀
茎部 ①41.4 ②16 ③7.1 ④9.16

刃部は形成されておらず、刀子または鉄刀の茎部と思わ

れる。山⑤単体の資料。

Ｙi 5
第128号墳

石室内床面
刀子か 刀身部 ①28 ②13 ③6.4 ④4.0

図の裏面は剥離している。背は原面であるか不明。

山④単体の資料。

Ｙi 6
第128号墳

石室内床面
鉄片 ①32 ②9 ③4.2 ④1.74 山⑤単体の資料。

Ｙi 7
第128号墳

石室内床面
鉄片 ①16 ②12 ③4.3 ④1.54 山④単体の資料。

Ｙi 8
第128号墳

石室内床面
鉄片 ①32 ②9 ③4.2 ④1.74 山④単体の資料。

Ｙi 9
第128号墳

石室内床面
①31 ②6.5 ③3.5 ④1.11

表２ 第128号墳出土遺物（鉄製品）観察表

法量は残存最大値 （）は復元値 ▲は他と合計萩①～⑧、山①～⑥の注記は４頁参照

法量（　）は復元値　△は残存値

遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

H68
石室外

その他

須恵器

甕
体部

①灰色(5Y5/1)

②灰色(5Y6/1)
密 良好

外面下部は格子叩き、上部は平行叩きが施される。内面は同心

円当て具痕が残るが、上部はナデ消される。

萩⑤2点が接合。

H69
石室外

その他

須恵器

甕
体部

①黒色(N2/)

　 ～暗灰色（N3/）

②灰色(N4/)

密 やや不良
Ｈ15・Ｈ21・Ｈ67と同一個体と見られる。

萩⑤・萩⑥・萩⑦・萩⑧・山⑥接合。

Ｙ19
石室外

その他

須恵器

甕
体部

①暗灰色(N3/)

②灰色(N4/)
密 良好

Ｈ15・Ｈ21・Ｈ67・Ｈ69と同一個体と見られるが、接合しない。

山①単体の資料。

H70
石室外

その他

須恵器

甕
体部

①暗灰色(N3/)

②灰色(N4/)
密 良好

体部外面に平行叩き後断続的にカキ目を施し、内面に同心円当

て具痕が残る。萩⑦・山⑥接合。

H71
石室外

その他

土師器

埦

口縁

～体部
①②浅黄橙色(7.5YR8/3) 密 良好

内湾して口縁に至る。口縁上端はわずかに凹ませる。内端は肥

厚させているよう だが欠失している。外面は横方向の細かなミガ

キが施されている。内面は風化が激しく 調整不明。

萩⑧単体の資料。

萩①～⑧、山①～⑥の注記は４頁参照

－ 34 －

鉄片 山⑤単体の資料。
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写真 14　第137号墳石室調査前（北西から）
※文献７ 「図版 23 左　第137号墳発掘前の状況及び調査後の石室」を転載

写真 15　第137号墳石室調査後（北西から）
※斎藤 ・小野 1964 「図版 23 右　第137号墳発掘前の状況及び調査後の石室」を転載

写真 16　第137号墳（南西から）
※斎藤 ・小野 1964 「図版 22 下　第137号墳」を転載
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写真17　見島ジーコンボ古墳群史跡公園東地区（東から）
※2009 年５月撮影

写真18　見島ジーコンボ古墳群史跡公園東地区（西から）
※2009 年５月撮影

写真 19　見島ジーコンボ古墳群第 137 号墳現況（南西から）
※2009 年５月撮影

－ 37 －



－ 38 －



図 11　第 137 号墳石室実測図
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図 12　第 137 号墳 石室内出土土器実測図①
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図 13　第 137 号墳 石室内出土土器実測図②
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写真 20　第 137 号墳 石室内出土土器①
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写真 21　第 137 号墳 石室内出土土器②
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写真 22　第 137 号墳 石室内出土土器③

H16-1 H16-2

H17-1

H17-2

H18-1

H18-2

H19-1

H19-2
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図 15　第 137 号墳 石室内出土鉄器実測図
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図 14　第 137 号墳 石室外出土土器実測図
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写真 23　第 137 号墳 石室外出土土器

H21 H22

H23-1

H23-2

Y1

H24
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H25-2

H26-1

H26-2
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H27-2
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遺物

番号

遺構・

層位
種類 部位

法量

①長さ(mm) ②幅(mm) ③厚さ(mm) ④重量(g)
備考

Yi 1 石室内北東部 刀子 茎部か ①20.5 ②11.8 ③5.4　④2.18
明確な刃部は確認されず、茎部片と見られる。

山①単体の資料。

Yi 2 石室内中央部 刀子 茎部か ①25.5 ②12.3 ③5.9 ④3.0
明確な刃部は確認されず、茎部片と見られる。Yi１と同一

個体か。山②単体の資料。

Yi 3 石室内中央部 鉄片 ①17.7 ②12.7 ③2.9 ④0.8 山②単体の資料。

Yi 4 石室内中央部 鉄片 ①15.5 ②12.5 ③2.4 ④0.75 山②単体の資料。

Yi 5 石室内中央部 鉄片 ①13.4 ②13.1 ③2.5 ④0.67 山②単体の資料。

Yi 6 石室内中央部 鉄片 ①16.1 ②10 ③2.3 ④0.51 山②単体の資料。

Yi 7 石室内中央部 鉄片 ①9.6 ②4.4 ③1.5 ④0.09 山②単体の資料。

Yi 8 石室内中央部 鉄片 ①11.1 ②4.8 ③1.5 ④0.12 山②単体の資料。

Yi 9 石室内中央部 鉄片 ①8.7 ②4.0 ③1.0 ④0.06 山②単体の資料。

Yi 10 石室内中央部 鉄片 ①7.7 ②4.2 ③1.1 ④0.04 山②単体の資料。

Yi 11 石室内中央部 鉄片 ①7.9 ②3.6 ③1.6 ④0.06 山②単体の資料。

法量は残存最大値 （）は復元値 ▲は他と合計山①・②の注記は35頁参照

写真 25　第 137 号墳 石室内出土鉄製品 X 線画像

写真 24　第 137 号墳 石室内出土鉄製品

※ほぼ実寸

Yi1 Yi2
Yi3 Yi4 Yi5

Yi6

Yi7 Yi8 Yi9 Yi10 Yi11

※実寸

Yi1
Yi2

Yi3
Yi4 Yi5 Yi6

Yi7 Yi8
Yi9

Yi10 Yi11

表３　第137号墳出土遺物（鉄製品）観察表
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法量（　）は復元値　△は残存値

遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

H1 石室内
須恵器

坏蓋

天井部

～口縁部

①(13.8)　③1.8

つまみ径2.5

①灰色(N4/)

②灰色(10Y5/1)
密 良好

つまみ部片と天井部～口縁部片は接合しないが、胎土、調整

方、焼成具合から同一個体と判断。扁平な個体で天井部から口

縁の境界を強く 屈曲させる。口縁端部を鳥嘴状に下垂させる。

天井部中央にボタン状つまみを有する。

萩①・萩③接合。

H2 石室内
須恵器

坏蓋

天井部

～口縁部
①(14.0)　③△1.3 ①②灰色(7.5Y5/1) 密 良好

扁平な個体で天井部から口縁の境界を強く 屈曲させる。口縁端

部を鳥嘴状に下垂させる。焼き歪みが著しい個体。

萩①4片が接合。

H3 石室内
須恵器

坏蓋

天井部

～口縁部
③△1.6

①灰色(N6/)

②灰色(7.5Y5/1)
やや粗 良好

扁平な個体で天井部から口縁の境界を屈曲させる。口縁端部は

丸みを帯びる。端部外面に自然釉がかかっており、重ね焼かれ

たことが分かる。萩①単体の資料。

H4 石室内
須恵器

坏蓋

天井部

～口縁部
③△1.2

①暗灰色(N3/)

②灰色(7.5Y4/1)
密 良好

形状はH3同様であるが、口縁のつく りがシャープ。焼き歪みが

生じている。萩①単体の資料。

H5 石室内
須恵器

坏蓋

天井部

～口縁部
③△1.2

①灰色(N6/)

②灰色(7.5Y5/1)
密 良好

天井-口縁境界の屈曲は弱い。口縁端部を鳥嘴状に下垂させ

る。萩①単体の資料。

H6 石室内
須恵器

坏

完形復元

可能

①（13.0）　②7.0

③3.8

①灰色(7.5Y6/1)

②灰色(7.5Y6/1)

　 ～灰白色(7.5Y7/2)

やや粗 やや不良

無高台の平底から体部が開いて立ち上がる。口縁端部は丸く 収

める。体部外面下端に回転ヘラ削りが施される。

萩①4片が接合。

H7 石室内
須恵器

坏

口縁部

～体部
①（14.0） ①②灰色(5Y5/1) 密 やや不良

大きく 開く 体部から口縁はわずかに内傾する。口縁端部は丸く

収める。ロクロ水引き痕が残る。萩①2片が接合。

H8 石室内
土師器

坏

口縁

～体部
①（14.8） ①②褐色(7.5YR4/3) 密 良好

やや内湾しながら外方に大きく 開く 体部を有する。口縁端部は

丸く 収める。ロクロ水引き痕が明瞭に残る。器壁が薄く 、胎土も

須恵器的である。土師質焼成であるが須恵器の焼成不良品の

可能性がある。萩①4片が接合。

H9 石室内
須恵器

長頸壺か
体部 胴部最大径（20.3）

①黒色(N2/)

　 灰被り部

 　灰黄色(2.5Y6/2)

②灰色(N4/)

密 良好

接合しない萩①3片から図上復元。算盤珠状の体部を有する壺

で、頸部径は6.5㎝に復元される。長頸壷であろう か。体部は下

位までカキ目が施される。

H10 石室内
須恵器

長頸壺か
肩部

①黒色(N2/)

②灰色(N4/)
密 良好

頸部で折損した壺の肩部片。外面にはカキ目、内面には回転ナ

デが施される。萩①単体の資料。

H11 石室内
須恵器

平瓶か
肩部

①灰白色(5Y7/1)

②灰色(5Y5/1)
密 良好

外面に施されたカキ目から径を復元すると壺類にはならないよう

である。内面に同心円当て具痕が残る。萩①単体の資料。

H12 石室内
須恵器

甕
肩部

①灰色(N5/)

②暗灰色(N3/)
密 良好

接合しない2片（萩①・山④）から図上復元。頸部で折損した肩部

片で、外面に平行叩きが施され、内面に同心円当て具痕が残る。

外面頸部付近に自然釉掛かる。

H13 石室内
須恵器

甕
肩部

①灰白色(7.5Y8/1)

　 自然釉　オリーブ黒色

　　　　　　　(7.5Y3/2)

②灰色(N6/)

密 良好

頸部付け根で折損した甕の肩部片。外面に平行叩きとカキ目が

施され、内面には同心円当て具痕が明瞭に残る。外面には灰・

自然釉が多量に掛かる。

萩①単体の資料。

H14 石室内
須恵器

甕
頸～肩部

①灰色(N4/)

　 灰被り部　灰白色

　　　　　　　(7.5Y7/2)

②暗灰色(N3/)

密 良好

外面には横方向の平行叩きが施され、内面には同心円当て具痕

が残る。外面に灰を多量に被っている。

萩①単体の資料。

H15 石室内
須恵器

甕
体部

①暗灰色(N3/)

②灰色(N4/)
密 良好

外面目の細かい平行叩き。内面同心円当て具痕が残る。

萩①単体の資料。

H16 石室内
須恵器

甕
体部

①黒色(N2/)

②灰色(N4/)
密 良好

外面目の細かい平行叩き。内面は同心円当て具痕の上に平行

当て具痕が重なる。萩①単体の資料。

H17 石室内
須恵器

甕
体部

①暗灰色(N3/)

②灰色(N4/)
密 良好

外面目の粗い平行叩き。内面は同心円当て具痕が残る。

萩①単体の資料。

H18 石室内
須恵器

甕
体部

①オリーブ黒色(5Y3/1)

②暗灰色(N3/)
密 良好

外面は平行叩きを横方向後縦方向に施す。内面は平行当て具

痕が残るが部分的に同心円当て具痕も見られ、ナデ消しが行わ

れる。萩①単体の資料。

H19 石室内
須恵器

甕
体部

①褐灰色(7.5YR4/1)

②灰色(N4/)
密 良好

H18と同一個体か。内面は同心円当て具痕の上に平行当て具痕

が重なり、ナデ消しが施される。萩①単体の資料。

H20 石室内
土師器

坏
底部 ②（8.5）　③△0.9 ①②灰色(7.5YR6/6) 密 良好

平底の底部片。体部付近に回転ナデ、他はナデが施される。

萩①単体の資料。

H21 石室外
須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
③△1.5 ①②灰色(7.5Y5/1) 密 良好

扁平な天井部から屈曲して口縁に下降。口縁の外反が強い。端

部はやや外方に下垂させる。萩②・③接合。

H22 石室外
須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
③△1.25 ①②灰色(5Y6/1) 精緻 良好

天井から緩やかに内湾して口縁に下降する。口縁端部は短く 下

垂させ、接地部に面を取る。萩③単体の資料。

H23 石室外
須恵器

坏蓋

天井

～口縁部
①②灰色(5Y5/1) 密 良好

天井部に輪状つまみを有する。つまみ端部と口縁端部を欠失

する。萩③単体の資料。

Y1 石室外
須恵器

坏

口縁

～体部片

①灰色(5Y5/1)

②灰色(5Y4/1)
密 良好

内湾気味に大きく 開く 体部を有し、口縁端部を丸く 収める。ロク

ロ水引き痕が明瞭に残る。H7と同一個体の可能性もあるが、接

合せず、色調も微妙に異なる。山③単体の資料。

H24 石室外
須恵器

甕
口縁部

①②黒色(N2/)

　 自然釉　灰オリーブ色

　　　　　　　(7.5Y/2)

密 良好

大きく 外反する甕口縁部片。口縁端部は丸く 収め、外端がわず

かに肥厚する。内面に自然釉が掛かる。

萩②単体の資料。

H25 石室外
須恵器

甕
体部

①灰色(7.5Y6/1)

②灰色(N4/)
密 良好

外面は平行叩きが施され、内面は同心円当て具痕が残る。

萩③単体の資料。

H26 石室外
須恵器

甕
体部 ①②暗灰色(N3/) 密 良好

外面は平行叩きが施され、内面は同心円当て具痕が残るがナデ

消しが図られる。萩③単体の資料。

H27 石室外
須恵器

甕
体部

①灰色(N4/)

②灰色(N6/)
密 良好

外面は平行叩きが施され、内面の当て具痕は完全にナデ消され

る。萩③単体の資料。

Y2 石室外 体部 ①②黒色(10Y2/1) 密 やや不良
外面は平行叩き後カキ目が施される。内面は平行当て具痕が残

るがナデ消しが図られる。山③単体の資料。

表４ 第137号墳出土遺物（土器）観察表

萩①～③、山①～④の注記は35頁参照

－ 50 －

須恵器

甕



昭和36年(1961) 8月29日（火） 8月30日（水） 8月31日（木） 9月1日（金） 9月2日（土） 9月3日（日） 9月4日（月） 9月5日（火） 9月6日（水） 石室実測図

第123号墳 ● ◎

第124号墳 ● ◎

第128号墳 ● ● ● ○

第137号墳 ● ●

第151号墳 ● ◎

第152号墳 ● ○

第153号墳 ● ○

第154号墳 ● ● ● ◎

第155号墳 ● ● ● ◎

第156号墳 ◎

※遺物出土状況入りは◎

●

表５　昭和 36 年 (1961) 見島ジーコンボ古墳群調査日程

－ 51 －



－ 52 －



－ 53 －
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